
＜基本情報＞
所在地：福岡県うきは市浮羽町
＜農場概要＞
 茶圃場7.2ha、全て有機ＪＡＳ認証を取得
 常時雇用２名、臨時雇用５名

＜病害虫対策・除草対策・土づくり＞
 病害虫対策

昭和48年当時は、にんにくや木酢を害虫予防として散布して
いたが、現在は何も行っていない。

 雑草対策
春や秋は草刈り機などで刈り取っているが、夏場はつる性の雑

草など、根や球根を１本１本手取りしている。
 土づくり

堆肥に微生物を入れて発酵させる「ボカシ肥料」を手作業で施
している。

＜苦労しているところ＞
 夏場の手作業による草取りが一番大変だが、お客様に安心して
購入して頂くためキッチリやる必要がある。

＜今後の展開＞
 現状を維持していくことが大切で
ある。新しいことにも挑戦したいが、
今のところは、小規模な機材を揃え、
古民家空間を利用してお客様に提供
できるスタイルを検討中。

＜有機農業に取組むきっかけ＞
 昭和30年代に祖父が茶生産を開始。引き継いだ両親が農薬散
布などの影響で体調不良となったことから、昭和48年に思い
切って農薬を一切使用しない栽培方法に切り替えた。

 平成１３年（２００１年）有機ＪＡＳ認証制度
の農産物及び加工食品の認証を取得

(株)新川製茶

＜販売について＞
 荒茶の3割が卸販売、残り７割は自社で商品化し、自社販売店
道の駅、百貨店、インターネット及びイベント等で販売。

 平成30年の売上高は平成26年に比べ約1.5倍に伸びた。
 19品種を栽培しているが、５品種はブレンドせずに単品商品と
して販売。

 平成28年から輸出にも取り組み開始。輸出先は、スイス、ドイ
ツ、オーストラリアで輸出量も年々増加傾向。
今後は、商品の生産量にもよるが、少しずつ輸出先、輸出量を

増やす方向。
 単収は、慣行栽培の約半分、
生葉で300㎏～350㎏程度。
病害虫の被害を受けた茶葉は、

紅茶などの原料としている。 ＵＲＬ：https://ukihanoyamacha.com/ ℡:0943-74-3113

有機農業の取組☞③


